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一　

東
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
三
足
烏
の
諸
相

　

俗
に
言
う
三
本
足
の
烏
と
は
、
最
近
の
日
本
で
は
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
（
口
絵
１
）
で
有
名
に
な
っ
た
。
尤
も
こ
の
マ
ー
ク
は
一
九
三
一
年
六
月
採
用

さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
、
日
本
伝
統
の
八
咫
烏
に
因
む
も
の
と
い
わ
れ
る
。
八
咫
烏
は

『
日
本
書
紀
』〈
頭
八
咫
烏
〉
や
『
古
事
記
』（
八
咫
烏
）
で
お
な
じ
み
で
あ
る
が
、
文

献
的
に
い
え
ば
烏
の
大
き
さ
を
表
し
、
足
の
数
を
表
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
が
い

つ
の
間
に
か
中
国
で
伝
統
の
太
陽
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
知
ら
れ
る
三
足
烏
と
重
な
り
、

八
咫
烏
＝
三
本
足
と
な
っ
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
が
い
つ
か
ら
ど
の
よ
う
な
理
由
で
あ
る

か
は
、
今
現
在
も
不
明
で
あ
る
。
平
安
時
代
、
熊
野
詣
で
有
名
に
な
っ
た
熊
野
神
社
の

シ
ン
ボ
ル
（
口
絵
２
）
で
も
あ
る
。
ま
た
、
日
本
の
朝
廷
で
は
、
明
治･

大
正
時
代
ま
で
、

天
皇
旗
に
描
か
れ
、
時
代
に
よ
り
、
天
皇
の
袞
衣
・
大
袖
の
両
肩
に
日
像･

月
像
が
描

か
れ
る
中
で
、
日
像
の
中
に
は
三
本
足
の
烏
が
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。（
口
絵
３
・

４
）
例
は
限
ら
れ
る
が
、
仏
像
を
描
い
た
愛
染
明
王
図
像
の
左
肩
上
に
日
輪
の
中
に
書

か
れ
た
三
足
烏
の
姿
も
見
ら
れ
る
。（
口
絵
５
）

　

朝
鮮
半
島
で
は
紀
元
後
か
ら
七
世
紀
滅
亡
す
る
ま
で
鴨
緑
江
を
ま
た
ぎ
、
現
中
国
東

北
三
省
に
わ
た
り
活
躍
し
た
高
句
麗
の
四
～
六
世
紀
、
集
安
〈
輯
安
〉
に
集
中
し
た
古

墳
壁
画
内
部
天
井
部
に
日
月
が
描
か
れ
、
日
中
に
は
三
本
足
の
烏
が
描
か
れ
て
お
り
、

月
中
に
は
中
国
古
墓
よ
り
か
な
り
変
形
し
た
蟾
蜍
が
描
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
日
月

像
は
古
代
日
本
に
も
流
伝
し
、
他
の
壁
画
様
式
と
と
も
に
古
墳
壁
画
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。（
口
絵
６
・
７
）

　

そ
れ
で
は
発
祥
の
元
で
あ
る
古
代
中
国
で
は
、
こ
の
三
足
烏
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら

れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

二　

古
代
中
国
の
三
足
烏
と
は

　

三
足
烏
と
は
、
中
国
古
代
、
特
に
前
漢
後
半
以
降
、
壁
画
古
墳
に
お
い
て
、
太
陽
（
日

輪
）
の
中
に
い
ろ
い
ろ
な
姿
勢
を
し
た
三
本
足
の
烏
が
描
か
れ
、
こ
れ
を
神
烏
、
金
烏
、

赤
烏
な
ど
と
よ
ば
れ
た
も
の
で
、
ま
と
め
て
日
像
と
い
う
。（
口
絵
８
）
一
方
、
月
の
中

に
は
当
初
、
蟾
蜍
（
ヒ
キ
ガ
エ
ル
）
が
描
か
れ
、
同
時
に
兎
（
菟
）
あ
る
い
は
地
域･

時
代
に
よ
り
そ
の
モ
チ
ー
フ
は
異
な
る
が
、
例
え
ば
、
月
桂
樹
を
中
に
し
て
変
形
し
た

三
足
烏
原
像
試
探

　
　
　

飯　
　

塚　
　

勝　
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蟾
蜍
と
杵
を
も
ち
木
臼
で
不
死
の
仙
薬
を
つ
く
兎
が
描
か
れ
る
な
ど
が
あ
る
。
こ
こ
で

は
こ
れ
ら
両
者
を
日
像
、
月
像
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。
発
掘
さ
れ
た
墳
墓
内
の
壁
画
や
、

残
さ
れ
た
絵
画
（
仏
絵
を
含
む
）
に
通
常
は
日
像
・
月
像
が
セ
ッ
ト
で
描
か
れ
る
場
合

が
多
い
か
ら
で
あ
る
。（
口
絵
９
）

　

い
わ
ゆ
る
日
像･
月
像
は
お
そ
ら
く
は
そ
の
発
祥
か
ら
現
代
ま
で
、
多
く
の
研
究
者

に
よ
り
語
り
尽
く
さ
れ
て
い
る
か
の
感
が
あ
る
。
そ
の
中
で
も
最
近
の
研
究
に
限
り
、

特
筆
す
べ
き
い
く
つ
か
の
先
学
の
成
果
を
紹
介
し
て
み
た
い
。（
日
象
と
も
い
う
が
日

像
に
統
一
す
る
）

　

ま
ず
最
初
に
、
中
国
、
朝
鮮
半
島
、
日
本
の
発
掘･

発
見
さ
れ
た
一
九
九
四
年
ま
で

の
日
像
・
月
像
を
総
点
検
さ
れ
た
西
川
昭
彦
氏
の
研
究
（
１
）が
あ
る
。

　

発
端
は
正
倉
院
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
桑
木
阮
咸
に
平
成
二
年
一
二
月
、
赤
外
線
を
当

て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
表
面
二
カ
所
の
満
月
形
か
ら
日
像
・
月
像
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
論
文
「
日
像
・
月
像
の
変
遷
」
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
日
中

に
お
け
る
大
方
の
研
究
を
ま
と
め
、
巻
末
に
「
表
１
：
中
国
の
日
月
像
の
変
遷
」
一
〇

六
例
、「
表
二
：
朝
鮮
半
島
の
日
月
像
の
変
遷
」
二
五
例
、「
表
三
：
日
本
の
日
月
像
の

変
遷
」
二
五
例
、
合
計
一
五
六
も
の
例
を
挙
げ
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
「
図
一
」
お
よ
び

「
図
二
」
に
お
い
て
、
紀
元
前
二
世
紀
か
ら
一
三
世
紀
ま
で
一
〇
〇
年
を
単
位
に
非
常

に
明
瞭
な
図
像
を
示
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
精
緻
な
分
析
を
も
と
に
、
収
集
し
た
文
献
お
よ
び
資
料
に
基
づ
き
、「
こ

れ
ら
中
国
南
方
起
源
の
神
話
は
中
国
全
土
に
つ
な
が
り
、
様
々
な
思
想
と
融
合
し
、
意

味
づ
け
が
な
さ
れ
、
様
々
な
対
象
に
表
さ
れ
た
。
し
か
し
、
基
本
的
に
は
日
月
像
は
天

界
あ
る
い
は
神
仙
界
の
一
部
を
表
現
し
た
も
の
で
、
多
く
の
場
合
墳
墓
の
壁
画
な
ど
葬

送
に
関
わ
る
も
の
に
表
さ
れ
、
埋
葬
さ
れ
た
人
物
の
死
後
の
世
界
で
の
安
穏
を
願
う
意

味
合
い
が
含
ま
れ
た
。
ま
た
日
月
像
は
陰
陽
五
行
説
に
基
づ
き
、
日
は
陽
を
、
月
は
陰

を
示
し
、
日
は
昇
り
没
み
を
、
月
は
満
ち
欠
け
を
そ
れ
ぞ
れ
繰
り
返
す
も
の
で
、
い
ず

れ
も
再
生
、
不
死
な
る
も
の
を
意
味
す
る
考
え
方
が
あ
る
。」
と
し
て
、
ま
ず
中
国
の

日
月
像
の
分
析
に
入
り
、
最
初
に
有
名
と
な
っ
た
前
漢
初
期
長
沙
馬
王
堆
一
号
墓
、
三

号
墓
を
取
り
あ
げ
、
烏
の
足
が
二
本
で
あ
る
こ
と
、
前
漢
の
中
期
ま
で
は
二
本
足
で
は

な
か
っ
た
か
と
さ
れ
る
。
南
方
起
源
の
日
月
像
が
中
国
全
土
に
広
が
る
の
は
「
前
漢
後

期
か
ら
後
漢
」
で
あ
り
、「
表
現
に
も
幅
が
出
て
く
る
」
と
し
、
中
国
古
代
か
ら
あ
る

伏
羲･

女
媧
神
話
に
日
月
像
が
取
り
入
れ
ら
れ
「
唐
代
に
ま
で
続
く
」「
長
き
に
わ
た
っ

て
好
ま
れ
た
主
題
と
な
っ
た
（
常
羲･

羲
和
の
場
合
も
有
り
）」
が
、
さ
ら
に
天
文
学

の
発
展
に
伴
い
、「
日
月
像
は
そ
の
星
宿
図
中
の
太
陽
と
月
の
表
現
に
も
取
り
入
れ
ら

れ
」、「
後
漢
時
代
の
四
川
地
方
に
お
い
て
日
月
像
を
腹
部
に
も
っ
た
人
面
烏
身
の
羽
人

の
画
像
磚
が
数
多
く
」、「
ま
た
河
南
省
南
陽
地
方
で
は
日
輪
を
腹
部
に
持
つ
陽
烏
と
い

う
も
の
が
画
像
石
に
表
さ
れ
る
」
と
時
代
の
推
移
と
と
も
に
変
化
す
る
姿
を
紹
介
し
、

さ
ら
に
西
王
母･

東
王
公
信
仰
と
結
び
つ
き
、
四
川
省
や
山
東
省
の
画
像
石
に
は
、
西

王
母
の
眷
属
と
し
て
三
本
足
の
烏
、
蟾
蜍
、
不
死
薬
を
搗
く
兎
、
九
尾
の
狐
な
ど
が
登

場
し
、
羽
人
な
ど
と
重
複
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
そ
し
て
全
体
の
日
像

の
見
方
と
し
て
、「
前
漢
後
期
か
ら
後
漢
の
時
期
の
日
月
像
の
モ
チ
ー
フ
を
見
る
と
、

ま
ず
日
像
は
前
漢
後
期
の
河
南
省
洛
陽
卜
千
秋
墓
壁
画
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
カ
ラ
ス
が

飛
翔
す
る
表
現
が
現
れ
、（
中
略
）
前
漢
晩
期
な
い
し
後
漢
初
期
に
は
い
よ
い
よ
三
本

足
の
烏
が
見
え
出
す
。」
と
い
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
三
足
烏
を
取
り
あ
げ
た
先
学
の
論
考
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
無
い
程
で
あ
る

が
、
さ
ら
に
日
本
で
の
優
れ
た
業
績
二
、
三
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
（
２
）

　

荻
原
法
子
氏
『
熊
野
の
太
陽
信
仰
と
三
本
足
の
烏
』
は
、
日
本
全
国
の
特
に
射
日
神
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話
に
絡
む
三
足
烏
の
祭
事
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
（
３
）

　

漢
代
か
ら
六
朝
に
か
け
て
大
流
行
す
る
画
像
石
お
よ
び
画
像
磚
墓
の
画
像
資
料
を
貴

重
な
社
会
風
俗
資
料
と
し
て
取
り
あ
げ
た
渡
辺
武
氏
『
画
像
が
語
る
中
国
の
古
代
』）

は
、「
第
一
章　

中
国
古
代
の
神
話
世
界
の
崩
壊
」
の
な
か
で
、
十
日
神
話
を
取
り
あ

げ
ら
れ
た
が
（
４
）、
も
う
一
つ
の
業
績
は
羅
二
虎
著
『
中
国
漢
代
の
画
像
と
画
像
墓
』
の
大

著
を
翻
訳
し
て
出
版
の
労
を
執
ら
れ
た
こ
と
で
、
私
た
ち
は
特
に
四
川
地
方
に
お
け
る

画
像
石
墓
全
般
と
特
別
に
巴
蜀
に
お
け
る
日
像･

月
像
の
時
代
的
変
遷
を
的
確
に
捉
え

る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
（
５
）

　

松
村
一
男･

渡
辺
和
子
編
『
太
陽
神
の
研
究
』（
上
巻
）
に
（
６
）お
い
て
は
、
池
沢
優
氏
は
、

林
巳
奈
夫
氏
の
研
究
か
ら
、
家
姆
渡
文
化
（
紀
元
前
五
千
年
紀
・
長
江
下
流
）
の
中
に

お
け
る
象
牙
製
の
蝶
形
器
に
刻
ま
れ
た
鳥
形
の
モ
チ
ー
フ
（
口
絵
10
）
に
つ
い
て
「
一

対
の
鳥
に
支
へ
ら
れ
た
太
陽
神
の
図
像
」
と
み
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
続
く
良
渚
文
化

（
前
二
千
年
紀
）
で
発
掘
さ
れ
た
玉
器
の
中
に
太
陽
神
と
月
神
が
主
神
と
な
っ
て
い
た
と

論
じ
ら
れ
、
こ
の
モ
チ
ー
フ
が
殷
の
青
銅
器
に
刻
ま
れ
た
饕
餮
紋
に
引
き
継
が
れ
、
さ

ら
に
殷
代
の
甲
骨
文
に
お
け
る
最
高
神
・
帝
と
な
り
、
周
代
の
天
の
概
念
に
発
展
す
る

と
説
か
れ
た
。（「
中
国
の
太
陽
（
神
）
祭
祀
の
諸
類
型
―
象
徴
と
し
て
の
太
陽
―
」）

　

鳥
が
運
ぶ
太
陽
神
に
よ
る
天
上
の
神
格
が
天
帝
思
想
に
収
斂
す
る
中
で
、
殷
か
ら
周

以
降
、
い
わ
ゆ
る
朝
廷
儀
礼
に
太
陽
を
主
神
と
す
る
祭
祀
に
特
に
目
立
つ
よ
う
な
も
の

は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
但
し
、
日
の
入
り
、
日
の
出
を
め
ぐ
る
民
間
に
密
着
し
た
説

話
や
祖
先
祭
祀
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
ほ
か
、
中
に
は
、『
周
礼
』
大
司
楽
な
ど
に
拠
れ

ば
、
魯
国
の
年
間
祭
祀
の
中
で
、
正
月
の
祈
穀
、
五
月
の
大
雩
、
九
月
の
明
堂
と
日
を

祀
る
た
め
の
冬
至
の
月
の
冬
至
祭
天
（
魯
国
の
南
方
郊
外
に
お
い
て
、
泰
檀
と
い
う
圜

丘
を
築
き
行
っ
た
）
が
行
わ
れ
た
。（
池
田
末
利
氏
「
文
献
所
見
の
祀
天
儀
礼
序
説
（
下
）

参
照
」）
と

（
７
）

か
、『
後
漢
書
』
祭
祀
志
上
の
「
光
武
帝
建
武
二
（
二
六
）
年
正
月
、
初
制

郊
兆
於
雒
陽
城
南
七
里
、
依
鄗
采
（
前
漢
）
元
始
中
（
一
～
五
）
故
事
、
為
圓
壇
・・
」

と
あ
る
が
、
ま
ず
五
帝
の
位
を
定
め
た
後
、
東
に
日
神
の
位
、
西
に
月
神
の
位
、
北
に

北
斗
の
位
を
定
め
た
と
あ
り
、
特
に
日
、
月
を
優
先
的
に
定
め
祀
っ
た
と
い
う
訳
で
は

無
く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

以
上
の
よ
う
に
早
く
、
殷･

周
以
降
、
カ
ラ
ス
に
せ
よ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
に
せ
よ
、
日
月

に
象
徴
性
を
あ
た
え
、
カ
リ
ス
マ
化
さ
せ
る
意
義
は
そ
の
立
場
を
変
え
、
人
民
の
頭
上

に
輝
く
日
月
を
あ
が
め
る
天
文
現
象
と
し
て
の
日
像
・
月
像
神
話
が
構
成
さ
れ
て
き
た

の
で
は
な
い
か
。
四
川
省
金
沙
遺
跡
発
現
の
「
太
陽
神
鳥
金
箔
飾
り
」
に
は
四
羽
の
鳥

が
象
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。（
口
絵
11
）

三　

三
足
烏
の
原
像
を
求
め
て

（
１
）
三
足
烏
初
出
の
文
献
を
め
ぐ
っ
て

　

も
と
も
と
中
国
古
代
に
お
い
て
、
烏
が
三
本
足
と
し
て
日
中
に
棲
む
と
し
た
説
話

は
、
実
際
は
い
つ
の
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

多
く
の
研
究
者
は
、
画
像
化
さ
れ
た
時
代
と
そ
う
遠
く
な
く
、
す
で
に
常
識
的
に
引

用
さ
れ
る
文
献
の
時
代
と
重
ね
て
三
足
烏
の
存
在
を
仮
想
す
る
。
す
な
わ
ち
、
伝
説
上

の
位
置
づ
け
と
し
て
前
漢
・
劉
安
の
編
纂
し
た
『
淮
南
子
』
と
後
漢
・
王
充
『
論
衡
』

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
「
通
説
」
か
ら
問
題
は
始
ま
っ
て
い
る
。

　

前
漢･
高
祖
の
七
男
の
家
系
を
持
つ
淮
南
王
劉
安
（
前
一
七
九
─
前
一
二
二
）
が
編

纂
し
た
『
淮
南
子
』
の
「
巻
七
・
精
神
訓
」
に

①
「
天
有
風
雨
寒
暑
、
人
亦
有
取
與
喜
怒
、
故
膽
為
雲
、
肺
為
氣
、
肝
為
風
、
腎
為
雨
、
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脾
為
雷
、
以
與
天
地
相
參
也
、
而
心
為
之
主
、
是
故
耳
目
者
、
日
月
也
、
血
氣
者
、
風

雨
也
、
日
中
有
踆
烏
、
而
月
中
有
蟾
蜍
、
日
月
失
其
行
、
薄
蝕
無
光
、
風
雨
非
其
時
、

毀
折
生
災
、
五
星
失
其
行
、
州
國
受
殃
」（
以
下
「
本
文
①
Ａ
」
と
す
る
）
と
あ
る
。

　

こ
の
「
日
中
有
踆
烏
」
は
三
本
足
の
烏
と
言
っ
て
い
な
い
の
に
、
許
愼
の
注
を
始
め
、

殆
ど
の
人
が
こ
れ
が
三
本
足
の
烏
の
こ
と
だ
と
い
う
。
何
故
だ
ろ
う
か
。

　

劉
安
が
『
淮
南
子
（
現
存
二
一
巻
）』
の
編
纂
を
完
成
さ
せ
た
年
代
に
つ
い
て
は
、

池
田
地
久
氏
著
『
訳
注
「
淮
南
子
」』
に
お
い
て
、「
本
書
の
編
纂
の
開
始
は
、
景
帝
が

崩
御
し
た
前
一
四
一
年
、
完
成
は
武
帝
即
位
の
翌
年
（
前
一
三
九
年
）
で
あ
る
」
（
８
）

と
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
こ
の
『
淮
南
子
』
に
注
釈
を
し
た
許
愼
（
五
八
？
～
一
四
七
？
）

ま
た
は
高
誘
（
生
没
？
）
は
と
も
に
後
漢
の
人
で
あ
る
。
編
者
劉
安
と
は
約
二
〇
〇
～

三
〇
〇
年
程
隔
て
て
注
釈
が
残
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
二
人
の
注
釈
は
微
妙

な
解
釈
の
相
違
か
ら
か
、
部
分
的
に
本
文
を
直
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
こ
と
が
三
本

足
の
烏
像
と
ど
う
関
わ
る
の
か
問
わ
れ
る
問
題
を
抱
え
た
筈
で
あ
る
が
、
殆
ど
そ
れ
を

議
論
す
る
事
無
く
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
本
文
最
初
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、『
淮
南
子
』

完
成
時
期
と
は
関
係
な
く
そ
の
頃
か
ら
画
像
上
は
、
二
本
足
か
ら
や
が
て
三
本
足
に

な
っ
た
と
認
識
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

先
に
引
い
た
「
日
中
有
踆
烏
」
に
ま
ず
許
愼
は
ど
の
よ
う
に
注
を
し
た
の
か
。
四
部

叢
刊
（
上
海
商
務
印
書
館
縮
印
影
鈔
北
宋
本
）「
淮
南
子
二
十
一
巻
」
の
第
七
巻
は
「
淮

南
鴻
烈
解
巻
第
七　

大
尉
祭
酒
臣
許
愼
上　

精
神
訓
」
と
題
し
、
本
文
を
「
日
中
有
蹲

烏
」
と
ま
ず
踆
を
蹲
と
し
、
そ
の
注
に
「
踆
猶
蹲
也　

謂
三
足
烏　

踆
読
魏
之
踆
」
と

あ
る
。
こ
の
注
に
は
二
つ
の
大
き
な
疑
問
が
あ
る
。
一
つ
は
、
本
文
に
な
い
踆
字
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
存
の
明
・
正
統
道
蔵
本
（
中
華
民
国
一
四

年
二
月
上
海
涵
芬
樓
影
印
）『
淮
南
鴻
烈
解
』「
巻
一
二
精
神
訓
」
も
、
ま
た
こ
の
系
統

を
引
く
諸
版
本
も
本
文
を
「
蹲
」
と
校
訂
す
る
。
し
か
し
、
現
行
の
四
部
備
要
本
『
淮

南
子
』（
上
海
中
華
書
局
據
武
進
荘
氏
本
校
刊　

中
華
書
局
輯
刊
）（「
本
文
①
Ａ
」）
は

「
漢
涿
郡
高
誘
注
」
と
し
て
「
日
中
有
踆
烏
」
に
「
踆
猶
蹲
也　

謂
三
足
烏　

踆
読
踆

蘶
之
踆
」
と
、
魏
と
踆
蘶
の
二
字
こ
そ
違
え
、
許
愼
と
全
く
同
じ
注
を
与
え
て
い
る
。

　
『
淮
南
子
』
に
は
前
漢
末
の
劉
向
（
前
七
七
―
六
）
の
手
が
入
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

る
が
、
意
を
持
っ
て
許
愼
が
本
文
を
直
し
た
と
し
て
も
、
い
き
な
り
蹲
字
に
改
め
、
そ

れ
に
付
け
た
注
は
踆
字
に
つ
い
て
の
注
で
あ
り
、
後
世
の
誰
か
、
あ
る
い
は
高
誘
自
身

が
本
文
に
手
を
入
れ
な
い
限
り
成
り
立
た
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
版
本
に
よ
り
「
蹲
烏
」
と
「
踆
烏
」
が
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
前
引
の
池
田
地
久
氏
は
本
文
を
「
太
陽
の
中
に
八や

咫た

烏が
ら
す（
三
本
足
の
烏
）
が
う
ず
く

ま
り
、・
・
」
と
訳
さ
れ
、
原
文
は
「
踆
烏
」
と
さ
れ
、
そ
の
注
釈
に
、「「
踆
」
は
、

底
本･

道
蔵
本
は
「
蹲
」
に
作
る
が
、
諸
本
に
よ
っ
て
改
め
た
。」
と
さ
れ
て
い
る
。

因
み
に
著
者
は
「
編
訳
の
方
針
」
の
中
で
「
底
本
に
は
、
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
の
中
で

最
古
か
つ
最
善
と
思
わ
れ
る
北
宋
小
字
本
（
四
部
叢
刊
本
）
を
使
用
し
た
。
そ
の
経
文

を
正
統
道
蔵
本
そ
の
他
と
対
校
し
、
ま
た
諸
注
釈
を
参
照
し
て
修
正
を
施
し
た
」
と
さ

れ
る
。

　

二
つ
目
の
問
題
は
、
後
漢
の
王
充
（
二
七
―
九
七
？
）
が
『
論
衡
』
の
中
で
次
の
よ

う
に
言
っ
て
い
る
こ
と
に
関
わ
る
。

②
「
儒
者
曰
、
日
中
有
三
足
烏
、
月
中
有
免
・
蟾
蜍
」

　

多
く
の
人
は
こ
れ
だ
け
を
捉
え
て
、
こ
れ
が
「
三
足
烏
」
と
記
さ
れ
た
文
献
上
の
初

出
と
し
、
こ
れ
に
『
淮
南
子
』
本
文
の
「
踆
烏
」
を
結
び
つ
け
、
許
愼
や
高
誘
の
注
よ

り
優
先
し
て
、
古
代
中
国
の
説
話
で
は
、「
日
（
太
陽
）
の
中
に
三
本
足
の
烏
が
い
る
」

と
す
る
証
拠
と
説
い
て
い
る
。
し
か
し
、
肝
心
の
王
充
は
続
く
議
論
の
中
で
、
三
本
足
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の
烏
が
い
る
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
と
真
っ
向
か
ら
反
対
し
て
こ
の
説
を
切
っ
て
捨
て

る
。

③
「
夫
日
者
、
天
之
火
也
、
與
地
之
火
、
無
以
異
也
、
地
火
之
中
、
無
生
物
、
天
火
之

中
、
何
故
有
烏
、
火
中
無
生
物
、
生
物
入
火
中
、
燋
爛
死
焉
、
烏
安
得
立
」

　

同
様
に
月
に
住
む
と
い
う
、
兎
や
ヒ
キ
ガ
エ
ル
も
月
は
水
で
あ
り
、
長
ら
く
水
ば
か

り
の
中
で
は
生
き
て
は
い
ら
れ
な
い
は
ず
、
そ
の
上
、
日
食
や
月
食
で
は
そ
の
間
ど
こ

に
い
る
の
か
、
太
陽
を
見
よ
う
と
す
れ
ば
目
が
眩
ま
な
い
者
は
な
く
、
太
陽
が
本
当
に

ど
の
よ
う
な
気
で
あ
る
か
分
か
ら
な
い
。
そ
の
中
に
有
る
も
の
の
形
を
烏
と
み
て
も
、

本
当
に
烏
で
あ
る
か
は
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
足
が
三
本
あ
る
と
ま

で
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
儒
者
追
求
の
議
論
は
止
ま
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
す
な
わ

ち
、
王
充
は
三
本
足
の
烏
は
い
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
元
に
戻
っ
て
、
蹲
と
踆
と
で
は
ど
の
よ
う
な
意
味
や
違
い
が
あ
る
の
か
。

（
２
）
蹲
烏
か
踆
烏
か

　

い
っ
た
い
古
代
中
国
に
お
い
て
、
日
中
に
烏
が
い
る
と
言
う
説
話
は
い
つ
ご
ろ
か
ら

始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
烏
の
足
が
二
本
か
三
本
か
は
、
前
漢
後
期
以
前
に
果

た
し
て
議
論
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
資
料
は
限
ら
れ
、
す
で
に
多
く
の
人
が
同
一
資

料
に
基
づ
い
て
議
論
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
承
知
の
上
で
も
う
一
度
考
え
て
い
き
た

い
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、『
淮
南
子
』
の
二
つ
の
言
葉
、
蹲
と
踆
の
違
い
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

〔
蹲
字
の
解
〕
蹲
の
字
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
字
典
に
当
た
る
。

　
『
諸
橋
大
漢
和
辞
典
』
で
は
「
ソ
ン
・
ゾ
ン
・
シ
ュ
ン
・
サ
ン　

一　

一　

う
ず
く

ま
る　

二　

い
も
の
名　

三　

あ
つ
め
る　
（
第
四
～
五
省
略
）　

六　

古
、
踆
・
俊
に

作
る
」
と
有
り
、
第
一
義
は
う
ず
く
ま
る
、
第
二
義
は
い
も
の
名
、
い
わ
ゆ
る
蹲
鴟
（
そ

ん
し
）
の
こ
と
を
い
い
、
司
馬
相
如
の
岳
父
卓
王
孫
が
「
吾
聞
、
汶
山
之
下
、
沃
野
下

有
蹲
鴟
、
至
死
不
饑
」
と
い
っ
た
と
さ
れ
る
青
銅
製
の
礼
器
に
見
ら
れ
る
フ
ク
ロ
ウ
が

う
ず
く
ま
っ
て
い
る
形
の
里
芋
（
上
田
万
年
篇
『
大
字
典
』
は
サ
ツ
マ
イ
モ
と
す
る
）

の
類
を
指
す
と
い
わ
れ
て
い
る
。
鴟
蹲
は
う
ず
く
ま
る
フ
ク
ロ
ウ
を
意
味
す
る
。（
口

絵
12
）

　
『
佩
文
韻
府
』
は
「
座
也
、『
説
文
』
踞
也
」
と
い
い
、『
説
文
』
蹲
は
「
踞
也
」
と
し
、

踞
は
「
蹲
也
」
と
い
う
。
梁
・
顧
野
王
撰
『
大
広
益
会
玉
篇
』（
玉
篇
）
も
「
説
文
云

踞
也
」
と
『
説
文
』
と
同
様
で
あ
る
が
、
踞
に
つ
い
て
は
、「
大
戴
礼
曰
獨
処
而
踞
、

踞
蹲
也
」
と
あ
る
。
踞
は
う
ず
く
ま
る
こ
と
を
さ
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
の
多
く
の
辞
書
類
も
同
様
「
う
づ
く
ま
る
」
が
第
一
義
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、『
淮
南
子
』
本
文
に
返
せ
ば
、「
日
中
に
う
ず
く
ま
っ
た
烏
が
い
る
」
と
読
め
る

こ
と
に
な
る
。

〔
踆
字
の
解
〕
踆
の
字
の
意
味
で
あ
る
が
、『
諸
橋
大
漢
和
辞
典
』
で
は
「
シ
ュ
ン
・
ソ

ン
・
ゾ
ン
・
ソ
ン　

一　

一　

し
り
ぞ
く
（
退
）　

二　

と
ど
ま
る　

お
は
る　

ふ
す

（
竣
に
同
じ
）　

三　

物
の
さ
ま　

二　

一　

ふ
み
に
じ
る　

け
た
ふ
す　

二　

さ
と
い

も
（
踆
鴟
）　

三　

う
ず
く
ま
る
（
蹲
の
古
字
）」
と
あ
り
、「
踆
烏
」
に
つ
い
て
「
ソ

ン
ウ　

太
陽
中
に
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
と
い
う
三
本
足
の
烏
（
以
下
「
本
文
①
Ａ
」
の

記
事
を
引
く
）」
と
あ
る
。
第
一
義
を
取
る
と
退
く
烏
と
な
り
、
形
を
取
り
が
た
い
。

第
二
義
も
ま
た
形
に
な
り
に
く
い
。
第
三
義
は
踆
烏
と
ま
っ
た
く
同
義
と
な
り
、
う
ず

く
ま
っ
た
烏
で
は
足
が
見
え
ず
、
三
足
烏
を
想
像
出
来
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

踆
烏
に
つ
い
て
ソ
ン
（
踆
＝
蹲
）
ウ
と
読
ま
せ
、
さ
ら
に
三
本
足
の
烏
と
い
う
。

　

後
に
主
と
し
て
取
り
あ
げ
る
が
、『
山
海
経
』
巻
一
四
「
大
荒
東
経
」
に
「
有
一
大
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人
踆
其
上
」
に
東
晋･

郭
璞
（
二
七
六
―
三
二
四
）
は
「
踆
或
作
俊
、
皆
古
蹲
字
」
と

「
う
ず
く
ま
る
」
を
と
る
。

　

唐
・
欧
陽
詢
『
芸
文
類
聚
巻
一
天
部
上　

日
』
に
「
五
経
通
義
曰
日
中
有
三
足
烏
（
中

略
）（
山
海
経
）
又
曰
日
中
有
踆
烏
」
に
「
踆
趾
也
、
三
足
烏
也
」
と
あ
る
。

　

ま
た
、『
太
平
御
覧
』
巻
九
二
〇
・
羽
族
部
・
烏
の
条
に
「
淮
南
子
言
曰
、
日
中
有

踆
烏
、
月
有
蟾
蜍
」
と
し
、
そ
の
注
に
「
踆
獨
蹲
、
止
不
行
、
謂
三
足
也
」
と
他
の
注

よ
り
や
や
具
体
的
に
停
止
す
る
様
子
が
伺
え
る
が
、
三
足
で
あ
る
こ
と
の
意
味
が
不
明

で
あ
る
。
も
う
少
し
他
の
字
典･
辞
書
に
当
た
っ
て
み
よ
う
。
残
念
な
が
ら
『
説
文
』

に
踆
の
字
の
解
は
出
て
こ
な
い
。

　

清
・『
佩
文
韻
府
』
は
「
退
也
」
と
あ
り
、『
康
煕
字
典
』
は
（『（
広
韻
』『
集
韻
』『
正
韻
』

を
引
き
）「
與
竣
同
止
也
、（
中
略
）『
類
篇
』
以
足
逆
蹋
曰
竣　
（
後
略
）」
と
あ
り
、「
止
」

が
第
一
義
と
す
る
と
単
に
烏
が
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。『
玉
篇
』
も
「
退
也
」

と
あ
り
、
殆
ど
『
大
漢
和
辞
典
』
と
同
義
で
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
や
や
「
退
」
の

意
味
合
い
が
強
そ
う
で
あ
る
。

　

最
後
に
白
川
靜
氏
『
字
通
』
の
踆
お
よ
び
踆
烏
に
つ
い
て
の
字
釈
を
見
て
み
た
い
。

ま
ず
踆
に
つ
い
て
「
シ
ュ
ン　

う
ず
く
ま
る　

し
り
ぞ
く　

形
声　

声
符
は
夋
し
ゅ
ん

　

夋
は
も
と
神
像
の
蹲
る
形
で
、
ム
し
（
耜
ら
い
）
を
頭
と
す
る
神
。
そ
の
蹲
踞
（
そ

ん
き
ょ
）
の
か
た
ち
か
ら
、
た
ち
ど
ま
る
、
し
り
ぞ
く
の
意
と
な
っ
た
。〔
玉
篇
〕
に
「
退

く
な
り
」
と
見
え
る
。
一
う
ず
く
ま
る
、
と
ど
ま
る
。
二
し
り
ぞ
く
、
ふ
す
。
三
ふ
む
、

ふ
み
に
じ
る
。
四
三
本
足　

古
訓
〔
字
鏡
集
〕
ヲ
ト
ル
」
と
あ
り
、
続
い
て
「
踆
烏
」

に
つ
い
て
「
し
ゅ
ん
う　

踆
は
三
本
足
。日
中
に
い
る
三
足
の
烏
。〔
淮
南
子
、
精
神
訓
〕

日
中
に （
以
下
「
本
文
①
Ａ
」）」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
踆
が
ど
う
し
て
三
本
足
な
の
か
、

こ
れ
に
つ
い
て
全
く
説
明
が
な
い
。

　

以
上
、
蹲
、
踆
に
つ
い
て
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
探
っ
て
き
た
が
、
白
川
説
を
除

い
て
、
大
勢
は
「
う
づ
く
ま
る
」
と
読
め
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
、
前
漢
末
以

降
の
画
像
石
に
表
さ
れ
た
活
動
的
な
三
足
烏
像
と
は
大
き
な
矛
盾
を
抱
え
る
。
も
う
暫

く
、「
踆
」
字
の
持
つ
「
し
り
ぞ
く
」、「
と
ど
ま
る
」
の
義
に
も
関
心
を
持
ち
つ
つ
さ

ら
に
原
像
を
追
求
し
て
み
た
い
。

（
３
）
太
陽
と
烏
の
説
話
を
探
る

　

戦
国
末
期
か
ら
漢
代
初
期
に
か
け
て
成
書
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
『
山
海
経
』
は
、

太
陽
に
関
す
る
説
話
を
い
く
つ
か
伝
え
て
い
る
。
十
日
説
話
が
最
も
知
ら
れ
て
い
る
で

あ
ろ
う
。
ま
ず
、「
巻
一
五
・
大
荒
南
経
」
に

④
「
東
南
海
之
外
、
甘
水
之
間
、
有
羲
和
之
国
、
有
女
子
名
日
羲
和
、
方
日
浴
于
甘
淵
、

羲
和
者
、
帝
俊
之
妻
、
生
十
日
」

と
あ
り
、
こ
こ
に
『
山
海
経
』
の
十
日
説
話
が
持
ち
出
さ
れ
る
。
次
に
「
巻
九
・
海
外

東
経
」
に

⑤
「
黒
歯
国
・
・
・
下
有
湯
谷
、
湯
谷
上
有
扶
桑
、
十
日
所
浴
、
在
黒
歯
北
、
居
水
中
、

有
大
木
、
九
日
居
下
枝
、
一
日
居
上
枝
」

と
、
よ
く
人
々
が
引
用
す
る
記
事
で
、
十
個
の
太
陽
の
居
場
所
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
巻

一
四
・
大
荒
東
経
」
で
は

⑥
「
大
荒
之
中
、
有
山
名
曰
孽
揺
頵
羝
、
上
有
扶
木
、
柱
三
百
里
、
其
葉
如
芥
、
有
谷

曰
温
泉
谷
、
湯
谷
上
有
扶
木
、
一
日
方
至
、
一
日
方
出
、
皆
載
于
烏
」

と
あ
り
、
こ
こ
で
、
十
個
の
太
陽
が
交
替
し
て
一
日
ご
と
に
一
羽
の
烏
を
載
せ
て
大
空

に
昇
る
事
を
示
し
、
郭
璞
は
「
中
有
三
足
烏
」
と
注
を
し
て
い
る
。
太
陽
の
中
に
と
い

う
意
味
で
あ
ろ
う
。
続
け
て
本
文
は
、
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⑦
「
大
荒
之
中
、
有
山
名
曰
倚
天
蘇
門
、
日
月
所
生
」

と
日
月
の
出
場
所
を
示
す
が
、
こ
の
日
の
出
入
り
の
場
所
は
ほ
か
に
も
数
カ
所
記
し
て

い
る
。

　

次
に
西
王
母
と
三
足
烏
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、「
巻
一
二
・
海
内
北
経
」
に

⑧
「
西
王
母
梯
几
而
戴
勝
・
杖
、
其
南
有
三
青
鳥
、
為
西
王
母
取
食
、
在
崑
崙
墟
北
」

と
あ
り
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
た
西
王
母
が
机
上
に
簪
と
杖
を
載
せ
三
青
鳥
を
使
役
し
て

い
る
と
言
う
が
、
郭
璞
注
は
「
又
有
三
足
鳥
主
給
使
」（
版
本
に
よ
り
烏
と
す
る
）
と

す
る
。
後
の
画
像
石
で
は
西
王
母
に
仕
え
る
三
本
足
の
烏
が
見
え
る
が
（
口
絵
13
）、
こ

の
ほ
か
に
、
東
王
公
の
眷
属
と
し
て
三
本
足
の
烏
が
刀
様
の
武
器
を
背
負
っ
て
仕
え
る

像
も
描
か
れ
て
い
る
。

　

つ
い
で
十
日
を
射
落
と
し
た
と
さ
れ
る
羿
に
つ
い
て
、「
巻
六
・
海
外
南
経
」
で
は

⑨
「
羿
與
鑿
歯
戦
于
寿
華
之
野
、
羿
射
殺
之
、
在
崑
崙
東
、
羿
持
弓
矢
、
鑿
歯
持
盾
、

一
曰
戈
」（
こ
の
話
は
「
巻
一
五
・
大
荒
南
経
」
に
も
再
出
す
る
。）

　

更
に
「
巻
一
八
・
海
内
経
」
に
も
羿
は
帝
俊
か
ら
賜
っ
た
丹
塗
り
の
弓
で
地
上
に
下

り
、
天
下
の
民
を
助
け
た
、
と
あ
る
。
羿
に
関
し
て
『
山
海
経
』
の
記
事
は
、
こ
の
後

に
続
く
は
ず
の
苦
し
む
民
の
た
め
、
十
日
の
う
ち
九
日
を
射
落
と
し
た
り
、
羿
の
妻
が

月
に
昇
っ
た
と
す
る
よ
う
な
記
事
は
ど
こ
に
も
見
ら
れ
な
い
。

　
『
淮
南
子
』
に
先
行
す
る
秦
始
皇
帝
八
（
前
二
三
九
）
年
完
成
し
た
と
言
わ
れ
る
秦

の
相
国
呂
不
韋
が
学
者
を
集
め
編
纂
さ
せ
た
『
呂
氏
春
秋
』
で
は
、
三
足
烏
に
つ
い
て

言
及
す
る
記
事
は
な
く
、
僅
か
に
「
巻
二
・
愼
行
論
第
二
」
で

⑩
「
昔
者
堯
朝
許
由
於
沛
澤
之
中
、
曰
十
日
出
而
焦
火
不
息
、
不
亦
労
乎
」

と
あ
り
、
高
誘
注
に
「
梁
仲
子
云
荘
子
逍
遙
遊
焦
火
作
爝
火
」
と
有
り
、
十
日
説
話
に

つ
い
て
、
荘
子
が
こ
の
話
題
を
扱
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
羿
に
つ
い
て
は
、

「
巻
一
七
・
審
分
覧
」
に

⑪
「
夷
羿
作
弓
」

と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
要
す
る
に
『
山
海
経
』
本
文
に
も
『
呂
氏
春
秋
』
に
も
羿
が
十

日
を
射
て
九
日
を
射
落
と
し
た
と
い
う
説
話
は
出
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
戦
国
時
代
末
楚
国
の
三
閭
大
夫
で
前
二
七
〇
年
代
こ
ろ
に
汨
羅
に
身
を
投
じ
て

死
ん
だ
と
い
う
屈
原
の
『
楚
辞
』
を
見
て
み
る
と
、「
離
騒
」
に

⑫
「
羿
淫
遊
以
佚
畋
兮
、
又
好
射
夫
封
狐
」

と
あ
り
、
地
上
に
降
り
た
羿
が
そ
の
後
狩
猟
に
う
つ
つ
を
抜
か
し
、
好
ん
で
大
き
な
狐

（
一
説
に
大
き
な
豕
（
い
の
こ
）
と
い
う
）
を
射
た
と
い
う
。
し
か
も
「
天
問
」
で
は
、

羿
は
夏
の
民
の
災
い
を
除
き
、
大
き
な
狩
り
を
し
て
天
帝
に
捧
げ
た
の
に
、
そ
の
妻
も

寒
浞
（
か
ん
さ
く
）
に
奪
わ
れ
、
身
は
殺
さ
れ
た
と
『
山
海
経
』
を
超
え
る
一
連
の
記

事
が
あ
る
。

　

次
は
多
く
の
人
が
良
く
引
用
す
る
記
事
で
あ
る
が
、「
天
問
」
第
一
段
に

⑬
「
日
月
安
属　

列
星
安
喇　

出
自
湯
谷　

次
于
蒙
汜　
（
略
）　

夜
光
何
徳　

死
則
又

育　

厥
利
維
何　

而
顧
菟
在
腹
」

と
日
の
出
と
宿
る
と
こ
ろ
を
言
い
、
次
に
月
が
満
ち
欠
け
す
る
の
は
何
の
得
が
あ
っ
て

か
、
そ
れ
な
の
に
腹
中
に
兎
を
抱
え
て
い
る
の
か
と
い
う
。
こ
こ
で
は
（
ヒ
キ
ガ
エ
ル

よ
り
）
兎
を
月
像
と
し
て
い
る
。
第
三
段
に

⑭
「
羿
焉
弾
日　

烏
焉
解
羽
」

と
、「
羿
は
ど
こ
で
日
を
射
落
と
し
、
烏
は
ど
こ
に
羽
を
落
と
し
た
の
か
」
（
９
）
と
い
っ
て
、

こ
こ
で
は
十
日
説
話
と
日
像
と
し
て
の
烏
説
話
を
踏
ん
で
お
り
、
比
較
的
早
期
の
日
中

に
烏
有
り
と
の
文
献
と
思
え
る
。

　

十
日
と
日
中
烏
は
文
献
上
『
淮
南
子
』
以
前
の
説
話
に
あ
る
こ
と
は
分
か
っ
た
が
、
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三
足
烏
を
扱
っ
た
文
献
は
ど
う
か
、
も
う
少
し
当
た
っ
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、『
史
記
』
巻
一
一
七
・
司
馬
相
如
伝･

大
人
の
賦
に

⑮
「
吾
乃
今
目
睹
西
王
母
、

然
白
首
、
載
勝
而
穴
処
兮
、
亦
幸
有
三
足
烏
為
之
使
」

と
あ
り
正
義
注
に
「
張
云
、
三
足
烏
、
青
鳥
也
、
主
為
西
王
母
取
食
、
在
崑
墟
之
北
」

と
あ
る
。
こ
こ
で
初
め
て
三
足
烏
が
出
て
く
る
。
た
だ
し
、
す
で
に
『
山
海
経
』
で
み

て
き
た
が
、
西
方
の
崑
崙
山
の
岩
窟
に
棲
み
、
髪
振
り
乱
し
恐
ろ
し
い
形
相
を
し
、
鶴

の
如
き
白
首
に
首
飾
り
を
し
た
西
王
母
に
仕
え
、
食
料
を
用
意
す
る
哀
れ
な
烏
と
な
っ

て
い
て
、
日
中
に
棲
む
三
足
烏
と
い
っ
て
は
い
な
い
。
郭
璞
ら
の
注
が
こ
れ
が
日
中
に

棲
む
三
足
烏
だ
と
い
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

　

同
じ
『
史
記
』
巻
一
二
八
・
亀
策
列
伝
（
本
文
は
序
文
以
外
、
漢
末
の
褚
少
孫
補
伝

と
す
る
）
に

⑯
「
孔
子
、
聞
之
曰
、
神
亀
知
吉
凶
、
而
骨
直
空
枯
、
日
為
徳
、
而
君
於
天
下
、
辱
於

三
足
之
烏
、
月
為
刑
而
相
佐
、
見
食
於
蝦
蟇
」
と
あ
り
、
孔
子
の
博
識
を
援
用
し
て
、

太
陽
は
徳
を
以
て
天
下
に
臨
ん
で
い
る
が
、
三
足
の
烏
に
辱
め
ら
れ
て
い
る
（
い
ろ
い

ろ
な
例
を
挙
げ
、
結
局
）、
天
下
に
は
い
ろ
い
ろ
な
階
級
が
有
り
、
物
は
不
完
全
で
も

生
成
さ
れ
る
と
言
っ
て
い
る
。
但
し
、
滝
沢
亀
太
郎
『
史
記
会
注
考
證
』
で
は
、「
惟
（
褚

少
孫
の
）
語
は
多
く
勃
謾
で
訓
じ
ら
れ
ず
、・
・
・
・
辱
于
三
足
之
烏
、
月
食
于
蝦
蟇
、

孔
子
寧
有
斯
語
・
・
」
と
孔
子
が
何
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
お
う
か
と
発
言
自
体
を

否
定
し
て
い
る
。

　

結
局
、『
淮
南
子
』
以
外
に
は
、
日
中
の
三
足
烏
が
行
動
し
て
い
る
姿
を
想
起
さ
せ

る
よ
う
な
資
料
に
乏
し
く
、
再
び
『
淮
南
子
』
の
残
る
文
献
を
も
う
一
度
登
壇
さ
せ
よ

う
と
思
う
が
（『
淮
南
子
』
巻
三
・
本
経
訓
）、
そ
れ
以
前
に
、
少
し
視
点
を
変
え
、
考

古
学
上
の
研
究
成
果
に
関
わ
る
三
足
の
鳥
（
烏
？
）
像
を
探
っ
て
み
た
い
。

四　

考
古
学
上
の
三
足
鳥

（
一
）
埋
納
礼
器
に
見
る
三
足
鳥

　

こ
こ
で
、
私
が
衝
撃
的
な
経
験
を
し
た
こ
と
を
紹
介
し
た
い
。
そ
れ
は
、
二
〇
〇
一

年
八
月
、
中
国
を
旅
し
て
、
陝
西
省
漢
中
か
ら
宝
鶏
市
に
抜
け
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
一
部
を
さ
い
て
当
時
の
宝
鶏
市
青
銅
器
博
物
館
を
急
ぎ
参
観
し
た
と

き
で
あ
る
。
周
代
の
す
ば
ら
し
い
青
銅
器
の
数
々
に
圧
倒
さ
れ
た
が
、
時
間
が
無
く
、

退
館
間
際
、
兎
に
角
カ
メ
ラ
を
向
け
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
一
枚
で
あ
る
（
下
図
参
照
）

が
、
帰
国
後
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
映
像
を
見
る
と
、
素
人
写
真
で
何
と
も
見
苦
し
い
写
真

で
あ
る
が
、
三
本
足
を
し
た
烏
に
見
え
る
四
体
の
鳥
が
写
っ
て
お
り
、
そ
の
一
体
は
す

で
に
一
九
七
六
年
『
中
華
人
民
共
和
国
古
代
青
銅
器
展
』
で
日
本
で
展
観
さ
れ
て
い
た

も
の
（
口
絵
14
）
で
あ
っ
た
。
但
し
、
そ
の
こ
ろ
は
、
多
忙
を
極
め
、
再
調
査
を
す
る

暇
が
無
か
っ
た
。
暫
く
し
て
、
す
で
に
、
こ
の
遺
跡
の
全
容
に
つ
い
て
、『
文
物
』
一

九
七
六
年
第
四
期
に
「
陝
西
省
宝
鶏
市
茄
家
荘
西
周
墓
発
掘
簡
報
」（

（1
（

の
記
事
が
載
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

こ
の
遺
跡
墓
は
、
当
時
の
陝
西
省
益
門
公
社
茹
家
荘
に
あ
り
、
秦
嶺
山
脈
の
川
陝
公

路
入
り
口
の
西
側
・
清
姜
河
と
北
方
の
渭
河
に
囲
ま
れ
た
肥
沃
な
大
地
の
一
カ
所
に
あ

り
、
文
化
大
革
命
下
の
一
九
七
四
年
一
二
月
下
旬
発
掘
が
始
ま
り
、
一
九
七
五
年
四
月

末
ま
で
に
二
座
の
墓
葬
（
Ｍ
１
、
Ｍ
２
）
と
馬
坑
、
車
馬
坑
各
一
カ
所
を
発
掘
整
理
し

た
。
長
期
の
土
砂
流
失
で
墓
口
は
元
々
の
高
さ
に
は
な
か
っ
た
が
、
墓
内
の
椁
室
の
保

存
は
完
全
で
人
が
荒
ら
し
た
様
子
は
な
く
出
土
文
物
も
豊
富
で
、
西
周
時
代
相
を
表
し

て
い
た
。
年
代
は
ほ
ぼ
西
周
康
（
王
）･

昭
（
王
）・
穆
（
王
）
時
期
（
前
一
〇
〇
二
―
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九
四
〇
年
）（

（1
（

で
あ
る
と
報
告
し
て
い
る
。
た
だ
三
本
足
の
鳥
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
１
乙
椁

室
出
土
器
物
と
し
て
鳥
尊
二
件
と
こ
れ
よ
り
少
し
小
さ
い
三
足
鳥
が
二
体
を
写
真
付
で

紹
介
さ
れ
て
い
た
が
、
形
以
外
の
特
別
な
説
明
は
な
か
っ
た
。（
口
絵
14
・
15
）

　

こ
の
遺
跡
墓
出
土
の
情
況
は
日
本
に
お
い
て
も
、
一
九
九
八
年
に
『
新
中
国
の
考
古

学
』（
平
凡
社
）
に
お
い
て
前
記
『
文
物
』
と
ほ
ぼ
同
様
記
事
が
紹
介
さ
れ
、
三
本
足
の

鳥
も
「
鳥
形
尊　

高
二
三
・
七
㎝
」
と
写
真
付
で
あ
っ
た
が
説
明
は
つ
か
な
か
っ
た
。（

（1
（

　

更
に
二
〇
〇
八
年
三
月
、
角
道
亮
介
氏
は
「
宝
鶏
礫
人
墓
に
お
け
る
葬
礼
の
差
異
と

そ
の
変
化
」（

（1
（

を
発
表
、
内
部
墓
装
の
構
造
や
副
葬
品
を
含
む
埋
納
物
等
を
詳
細
に
伝
え

ら
れ
た
が
、
特
に
鳥
尊
ま
た
は
三
足
鳥
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。

　

紙
幅
の
都
合
で
さ
ら
な
る
詳
細
を
省
く
が
、
三
本
足
の
鳥マ

マ

尊
（
写
真
Ｂ
）
ま
た
は
三

足
鳥マ

マ

（
写
真
Ｃ
）（
鳥
と
は
あ
く
ま
で
も
報
告
書
に
よ
る
も
の
で
、
見
方
に
よ
れ
ば
鳩

の
よ
う
で
も
あ
る
が
、
烏
そ
の
も
の
と
も
言
え
る
）
は
、
こ
の
遺
跡
墓
群
の
Ｍ
１
乙
椁

室
に
埋
納
さ
れ
て
い
た
青
銅
器
で
、
故
人
に
捧
げ
ら
れ
た
礼
器
で
あ
ろ
う
。

B　画像（口絵14、15参照）

た
だ
し
、
Ｂ
、
Ｃ
と
も
尾
の
部
分
が
「
錬
状
文
」
を
持
つ
と
言
う
が
、「
鎖
の
よ
う
な
紋
」

で
は
表
面
上
だ
け
で
、
一
種
異
様
な
変
形
箱
形
器
を
連
結
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
四
川
省
金
沙
遺
跡
出
土
の
「
青
銅
製
の
鳥
」（
Ｄ
）
と
形
が
似
通
っ

て
お
り
、
Ｄ
は
尾
の
下
部
を
地
面
に
付
け
て
い
る
た
め
二
本
足
で
立
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
が
、
太
い
足
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
Ｂ
、
Ｃ
は
神
秘
な
様
相
を
見
せ
る
大
き
な

尾
が
地
面
に
つ
い
て
い
な
い
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
三
本
足
と
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
但
し
、『
山
海
経
』
に
し
て
も
、
又
、
各
地
で
催
さ
れ
る
古
代
中
国
美
術
展
な
ど

で
も
時
に
目
に
す
る
怪
異
な
動
物
像
に
過
不
足
あ
る
手
足
を
し
た
主
に
礼
器
の
類
を
見

る
事
が
出
来
る
。（
写
真
Ｅ
・
Ｆ
口
絵
16
・
17
）

　

こ
の
三
足
烏
像
を
仲
介
に
し
て
古
代
中
国
の
三
足
烏
像
が
出
現
す
る
の
は
い
つ
か
ら

か
と
追
及
し
た
安
立
華
氏
に
よ
れ
ば
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
に
言
う
。（

（1
（

『
大
汶
口
文
化
及
び
竜
山
文
化
の
三
足
陶
鬹
の
文
様
に
金
烏
負
日
像
の
発
現
が
見
ら
れ
、

同
時
に
三
足
烏
の
飛
翔
図
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、『
山
海
経
・
海
外
東
経
』
に
「（
黒

歯
国
）
下
有
湯
（
暘
）
谷
、
湯
谷
上
有
扶
桑
、
十
日
所
浴
」
と
あ
り
、
郭
璞
注
に
「
谷

中
水
熱
也
」
と
あ
る
。
ま
た
「
大
荒
東
経
」
に
「
湯
谷
上
有
扶
木
、
一
日
方
至
、
一
日

方
出
、
皆
載
于
烏
」
と
あ
り
、
湯
谷
は
大
海
中
に
あ
る
こ
と
か
ら
東
方
を
意
味
し
、
東

夷
の
中
か
ら
こ
の
伝
説
が
生
ま
れ
、
後
各
地
に
広
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
鳥
ト
ー
テ
ム
を

持
つ
鳥
文
化
部
落
に
関
わ
る
大
汶
口
文
化
の
陶
尊
刻
文
と
仰
韶
文
化
廟
底
沟
類
型
紋
に

同
様
飛
翔
す
る
三
足
烏
と
み
ら
れ
る
文
様
が
あ
る
。』
と
す
る
。（
口
絵
18
）

　

こ
う
し
た
中
国
古
代
文
化
の
発
祥
地
点
と
東
方
の
象
徴
と
し
て
の
太
陽
説
話
を
結
合

し
て
、
鳳
ト
ー
テ
ム
文
化
が
東
方
か
ら
中
原
へ
と
伝
播
し
て
い
く
中
で
、
太
陽
の
中
に

鳥
（
鳳
凰
、
玄
鳥
＝
つ
ば
め
、
烏
な
ど
）
が
棲
む
と
い
う
説
話
が
形
成
さ
れ
、
各
種
陶

器
に
模
様
化
さ
れ
て
い
っ
た
、
と
す
る
考
え
は
中
国
研
究
者
の
多
く
の
支
持
を
え
て
い
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る
が
、
特
に
烏
と
み
ら
れ
る
像
は
両
羽
を
広
げ
、
二
本
ま
た
は
三
本
足
で
空
中
に
飛
翔

し
て
い
た
も
の
が
、
日
輪
の
中
に
二
本
ま
た
は
三
本
足
で
立
ち
上
が
っ
て
い
る
図
像
で

定
着
し
て
く
る
。
王
大
勇
氏
も
『
龍
風
文
化
源
流
』（

（1
（

に
お
い
て
、
火
の
神
炎
帝
神
話
の

発
展
と
と
も
に
、
鳳
凰
を
中
心
と
す
る
鳥
ト
ー
テ
ム
文
化
の
展
開
が
見
ら
れ
る
と
豊
富

な
図
像
で
示
し
て
い
る
。
但
し
、
烏
は
踆
烏
と
す
る
が
踆
字
の
説
明
は
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
も
、
踆
烏
が
蹲
っ
て
い
る
図
は
ど
こ
に
も
見
ら
れ
な
い
。

（
二
）
再
び
『
淮
南
子
』
を
読
む

　

こ
こ
で
も
う
一
度
本
論
で
触
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
淮
南
子
』
の
関
係
説
話
を
そ
の
注

釈
と
併
せ
て
検
討
し
て
み
た
い
。

「
巻
二
・
俶
真
訓
」
に

⑰
「（
前
略
）
是
故
雖
有
羿
之
知
而
無
所
用
之
」

と
あ
り
、
高
誘
注
は
「
是
説
上
古
之
時
也
、
但
甘
臥
治
化
自
行
、
故
日
雖
有
羿
之
知
其

無
所
用
之
、
是
堯
時　

羿
善
射
能
一
日
落
九
烏
・
・（
中
略
）・
・
非
有
窮
后
羿
也
」
と

あ
り
、
羿
に
は
古
代
尭
以
前
の
羿
と
尭
時
代
の
有
窮
の
后
羿
と
は
別
人
で
あ
る
、
と

い
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
九
日
を
落
と
し
九
烏
を
落
と
し
た
と
い
う
説
が
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
い
。『
太
平
御
覧
』
巻
九
二
〇
・
羽
族
部
七
・
烏
の
条
に

⑱
「
淮
南
子
曰
堯
時
十
日
並
出
、
堯
命
羿
仰
射
十
日
、
中
其
九
、
烏
皆
死
、
堕
其
羽
翼
」

と
あ
る
。「
巻
四
・
墜
形
訓
に
」

⑲
「
扶
木
在
陽
州
、
日
之
所
俯
（
て
ら
す
）（
注
略
）、
建
木
在
都
広
（
注
略
）（
中
略
）

若
木
在
建
木
西
、
末
有
十
日
、
其
華
照
下
地
」

と
あ
り
、
若
木
の
末
端
に
十
日
あ
り
、
蓮
華
の
花
の
よ
う
で
光
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
巻
六
覧
明
訓
」
に

⑳
「
譬
若
羿
請
不
死
之
薬
於
西
王
母
、
姮
娥
竊
以
奔
月
」

と
あ
り
、
こ
れ
は
月
像
に
関
わ
る
有
名
な
噺
で
あ
る
。

「
巻
八
・
本
経
訓
」
に

㉑
「
逮
至
堯
時
、
十
日
並
出
、
焦
禾
稼
殺
草
木
、
而
民
無
所
食
、（
中
略
）
堯
乃
使
羿

誅
鑿
歯
於
疇
華
之
野
、
殺
九
嬰
於
凶
水
之
上
、
繳
大
風
於
青
邱
之
澤 

（
注
略
）、
上
射

十
日
而
下
殺
揳
貐
・
・（
後
略
）」

と
あ
り
、
有
名
な
一
節
で
あ
る
が
、
十
日
の
出
現
と
そ
れ
に
よ
り
民
の
稼
ぎ
も
途
絶
え
、

怪
獣
が
跋
扈
す
る
よ
う
に
な
り
、
堯
が
羿
に
命
じ
て
南
方
の
野
に
て
十
日
を
射
て
、
地

上
の
怪
獣
を
退
治
し
、
そ
れ
に
よ
り
堯
は
天
子
と
な
る
と
あ
り
、
本
文
に
は
な
い
が
、

高
誘
は
こ
こ
で
「
羿
射
去
九
日
」
と
注
を
す
る
。

　

以
上
①
か
ら
㉑
ま
で
の
資
料
か
ら
は
十
日
に
烏
が
棲
み
（
②
、
③
で
は
否
定
）、
⑥

に
よ
り
一
日
一
個
の
日
が
烏
を
載
せ
て
交
替
で
大
空
に
昇
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
⑩
と

⑭
に
よ
り
羿
に
よ
り
日
が
射
落
と
さ
れ
、
そ
の
中
に
棲
ん
で
い
た
証
拠
の
烏
の
羽
も
落

ち
て
き
た
こ
と
、
㉑
に
よ
り
仰
ぎ
見
て
十
日
を
射
っ
た
こ
と
、
以
上
が
引
用
し
た
資
料

の
本
文
か
ら
言
え
る
こ
と
で
、
十
日
の
う
ち
九
日
を
射
落
と
し
た
こ
と
、
日
に
載
っ
た

烏
は
三
足
烏
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
各
書
の
注
釈
か
ら
言
え
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
も

文
献
的
に
は
注
２
の
安
志
敏
氏
が
い
う
後
漢
時
代
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
三
本
足
と

思
わ
れ
る
烏
・
三
青
鳥
は
三
足
烏
と
関
係
な
く
『
山
海
経
』
の
他
の
記
事
に
も
西
王
母

に
頤
指
さ
れ
る
役
割
と
し
て
登
場
す
る
。

五　

結
び
に
代
え
て

　

そ
れ
で
は
三
足
烏
説
話
は
い
つ
頃
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の
か
。
こ
れ
迄
の
一
般
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的
な
考
え
は
、
日･

月
の
黒
点
説
、
つ
い
で
陰
陽
五
行
説
の
発
達
過
程
か
ら
か
、
太
陽

は
一
の
陽
の
気
で
あ
り
、
二
は
陰
気
、
そ
し
て
太
陽
に
棲
む
烏
は
次
の
陽
の
気
、
す
な

わ
ち
三
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
三
本
足
が
出
現
す
る
と
い
う
説
に
あ
る
。『
春
秋
元
命
苞
』

に
「
日
有
三
足
烏
者
陽
精
、
其
僂
呼
也
」（
僂
は
生
長
の
言
と
い
う
．
背
を
曲
げ
て
慎

む
と
い
う
意
味
も
有
り
）
で
あ
る
と
い
う
。
結
論
を
そ
こ
に
置
け
ば
無
難
で
あ
ろ
う
が
、

日
中
の
烏
像
が
前
漢
中
期
以
降
、
南
の
方
か
ら
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
を

足
場
と
し
て
、
そ
の
説
話
起
源
を
文
献
上
か
ら
見
る
と
、
せ
い
ぜ
い
戦
国
末
（
二
本
ま

た
は
三
本
足
を
問
わ
ず
）
く
ら
い
に
し
か
遡
れ
な
か
っ
た
。
決
し
て
結
論
を
急
ぐ
わ
け

で
は
な
い
が
、『
山
海
経
』
諸
説
が
時
代
を
ど
の
く
ら
い
遡
れ
る
か
、
こ
こ
で
は
触
れ

る
余
裕
が
な
か
っ
た
が
、『
山
海
経
』
の
西
王
母
説
話
と
、
西
周･

穆
王
の
伝
記
と
い

わ
れ
る
西
晋･

太
康
二
（
二
八
一
）
年
、
汲
県
の
墓
地
か
ら
発
見
さ
れ
た
竹
書
五
巻
（
後

六
巻
に
編
集
）
の
『
穆
天
子
伝
』（
郭
璞
注
）
で
は
、
穆
王
は
西
王
母
の
地
に
遠
征
し
、

三
年
間
止
ま
っ
た
と
言
う
。
真
偽
は
と
も
か
く
、
こ
れ
ら
を
手
が
か
り
に
、
両
書
の
関

係
を
更
に
追
求
す
る
こ
と
と
、
宝
鶏
市
茄
家
荘
西
周
墓
か
ら
発
掘
さ
れ
た
礼
器
と
し
て

の
三
本
足
鳥
尊
お
よ
び
三
足
鳥
の
二
つ
の
鳥
の
意
味
す
る
も
の
が
他
所
に
も
出
土
し
、

後
世
に
引
き
継
が
れ
て
三
本
足
の
烏
に
結
び
つ
く
こ
と
は
な
か
っ
た
か
、
そ
の
場
合
、

三
足
烏
の
原
像
は
華
北
或
い
は
関
中
平
原
発
は
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
と
も
単
に
足
下

の
安
定
を
求
め
る
為
の
像
で
あ
っ
た
の
か
。
学
術
研
究
の
重
み
と
い
う
こ
と
を
充
分
に

意
識
し
つ
つ
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

注（
１
） 

西
川
昭
彦
「
日
像
・
月
像
の
変
遷
」（
正
倉
院
年
報
第
一
六
号 

平
成
六
年
三
月
、
同
一

四
号
平
成
四
年
三
月
）

（
２
）
一
九
七
三
年
第
一
期
「
考
古
」
に
お
い
て
安
志
敏
は
「
長
沙
新
発
現
的
西
漢
帛
画
試
探
」

の
中
で
馬
王
堆
一
号
墓
の
帛
画
の
構
成
を
詳
述
し
つ
つ
、
帛
画
上
部
の
金
烏
（
二
本
足
）

と
甘
粛
省
武
威
の
後
漢
墓
出
土
銘
旌
上
の
日
中
三
足
烏
な
ど
を
引
き
、「
三
足
烏
に
至
る

の
は
後
漢
以
来
の
伝
説
に
基
づ
く
」
も
の
と
さ
れ
た
。

（
３
）　

荻
原
法
子
『
熊
野
の
太
陽
信
仰
と
三
本
足
の
烏
』（
戎
光
祥
出
版
一
九
九
九
年
九
月
）

（
４
）　

渡
辺
武
『
画
像
が
語
る
中
国
の
古
代
』（
平
凡
社
一
九
九
九
年
一
月
刊
）

（
５
）　

羅
二
虎
著
・
渡
辺
武
訳
『
中
国
漢
代
の
画
像
と
画
像
墓
』（
慶
文
社
二
〇
〇
二
年
一
〇

月
）

（
６
）　

松
村
一
男･

渡
辺
和
子
編
『
太
陽
神
の
研
究
（
上
巻
）（
有
限
会
社
リ
ト
ン
二
〇
〇
二

年
六
月
二
一
日
）
所
収
）

（
７
）　

池
田
末
利
「
文
献
所
見
の
祀
天
儀
礼
序
説
（
下
）」『
中
国
古
代
宗
教
史
研
究
』
一
九
八

一
年
参
照
）

（
８
）　

池
田
地
久
著
『
訳
注
「
淮
南
子
」』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
氏
は
旧
版
を
再
検
討
し
改

訂
版
を
二
〇
一
二
年
七
月
刊
行
）

（
９
）　

中
国
古
典
文
学
大
系
一
五
『
楚
辞
』
昭
和
四
四
、
平
凡
社
目
賀
田
誠
訳
に
よ
る
。

（
10
）「
陝
西
省
宝
鶏
市
茄
家
荘
西
周
墓
発
掘
簡
報　

宝
鶏
茄
家
荘
西
周
墓
発
掘
隊
」（『
文
物
』

一
九
七
六
年
第
四
期
三
四
―
五
六
頁
）
ほ
か
に
陳
如
「
茹
家
荘
西
周
墓
看
孔
丘
「
復
礼
」

的
反
動
本
質
」（『
文
物
』
一
九
七
六
年
第
四
期
五
七
―
五
九
頁
）
が
あ
る
。

（
11
）　

平
勢
隆
夫
「
中
国
の
歴
史
〇
二　

都
市
国
家
か
ら
中
華
へ
付
年
表
」（
二
〇
〇
五
年
四

月
株
式
会
社
講
談
社
刊
）
参
照

（
12
）　

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
著　

関
野
雄
監
訳
『
新
中
国
の
考
古
学
』（
一
九
九

八
年　

平
凡
社
）

（
13
）　

角
道
亮
介
「
宝
鶏
礫
人
墓
に
お
け
る
葬
礼
の
差
異
と
そ
の
変
化
」（『
東
京
大
学
考
古

学
研
究
室
研
究
紀
要
』
第
二
二
号
二
〇
〇
八
年
三
月　

四
一
―
七
五
頁
）

（
14
）　

安
立
華
「
漢
画
像
“
金
烏
負
日
”
図
像
探
源
」（『
東
南
文
化
』
一
九
九
二
、
三
─
四
号
）

（
15
）　

王
大
勇
『
龍
風
文
化
源
流
』（
北
京
工
芸
美
術
出
版
社　

一
九
九
八
年
一
月
）

　

本
稿
作
成
に
当
た
り
貴
重
な
史
料
を
提
供
い
た
だ
い
た
本
研
究
所
所
長
高
橋
継
男
教
授
、

佐
藤
三
千
夫
客
員
研
究
員
お
よ
び
熊
本
県
菊
池
氏
に
関
わ
る
資
料
を
提
供
く
だ
さ
っ
た
竹
内

老
子
氏
に
深
く
感
謝
の
意
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
る
。

�

（
客
員
研
究
員
）
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写真 B（現存宝鶏博物館）
2001年８月筆者写す

河北省唐山市費各荘18号墓
前６世紀春秋時代

中国国家博物館名品展「悠久の美」
（2007年１月）より

写真 B および C（現存宝鶏博物館）
2001年８月筆者写す

写真Ｄ「よみがえる四川文明～三星堆と金沙遺
跡の秘宝｣ 展（2004）（共同通信社）より

写真 E　春秋時代の天鳥尊
新疆电子出版社「中国神话与古玩珍赏」

2002（CD-ROM 収像）より
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口絵３　『儀式』法典 ･ 徳川光
圀編纂『礼儀類典絵図』

口絵２　熊野大社の神烏幡・
八咫烏

口絵１

口絵６　『好太王碑と集安の壁
画古墳　読売テレビ放送編』

（木耳社　昭和六十三年九月）
118頁角抵塚天上図より

口絵５　日輪の中の三足烏 口絵４　『儀式』法典 ･ 徳川光
圀編纂『礼儀類典絵図』

口絵９　『考古』（科学出版社
1973年第１期）所収

口絵８　三足烏画像

口絵７　『高句麗文化展図録』
（高句麗文化展実行委員会 

1985年）78頁
輯安五塊墳第四号墓（６世紀）
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口絵12　鴟鴞尊 ･ 商後期　『泉屋
博古　中国古銅器編』2002年

口絵11　太陽神鳥金箔飾り
『よみがえる四川文明』

展示目録2004年より

口絵10　双鳥朝陽象牙彫刻
『世界四大文明中国文明』展

「中国新石器時代」
（2000年 NHK）

口絵15　三足鳥　陝西省宝鶏
市茄家荘出土　西周時代 

『文物』1976年４期　39頁

口絵14　三足鳥尊　陝西省宝
鶏市茄家荘出土 ･ 西周時代 

『中華人民共和国古代青銅器展
1976年』

口絵13　西王母　新繁県出土
　四川漢代画像磚　高文編

『上海人民美術出版社』1987年

口絵18　大汶口文化・仰韶文
化等の鳥と日輪　安立華「漢
画像“金鳥負日”図像探源」

（『東南文化』３－４、1992 70頁）

口絵17　江蘇丹徒磨盤墩周墓発
掘青銅匜　『文物』1985年11期

口絵16　山西省博物館2010年


